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日頃より、当事務所広報誌「Mini-WAN」のご愛読有難うございます！

私は、４月に三河港湾事務所長を拝命しました渡邉（わたなべ）と申します。

昨年度は当事務所の副所長として勤務しており、もう少し遡りますと、2010年から
2012年の３年間、当事務所が立地する三河港神野ふ頭にありますポートインフォメー
ションセンター「カモメリア」に豊橋市職員として在籍しておりましたので、知ってい
らっしゃる方もおられるかと思います。

当事務所は、日頃より、地域の皆様のご期待・ご要望に応えられるよう、愛知県内の
二つの重要港湾三河港、衣浦港における港湾施設の整備等を実施するとともに、開発保
全航路「中山水道航路」の管理・保全業務を実施しております。

新所長

渡邉 弘
（わたなべ ひろし）

渥美半島と知多半島東側が管轄エリアのため、豊橋市に三河港湾事務所、半田市に衣
浦港事務所の２事務所において、総勢26名の体制で業務にあたっています。

４月からは所属職員が大幅に入れ替わり、私自身も、この東三河地域へ住居を移し、
心機一転、新しい仲間と共に、地域の皆様と一緒になって、三河港、衣浦港の港湾機能
強化に向け、取り組んで参りたいと思います。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

簡単な自己紹介：
出身：岐阜県揖斐川町、干支：酉年、好きな歌手：浜田省吾、趣味：カフェ巡り

令和７年度も、三河港湾事務所の広報誌
「 Mini-WAN 」をお届けします！
本誌の発行を支える担当メンバーをご紹介
します。

六ツ名、岩田、竹田、須賀、坪倉、渡邉、橋本、
相川です。
よろしくお願いいたします。

Mini-WANでは、三河港の最新情報や地域の皆
さまとのつながりを大切にした話題をお届けし
ていきます。
どうぞお楽しみに！

Mini-WAN
過去の記事はこちら

三河港湾事務所では、「みなとの見学」や「出前授業」を受け付け
ています。
普段なかなか見ることのできない港の施設や役割について、実際に
訪れて学べる「みなとの見学」。また学校や地域の集まりに職員が
出向き、三河港の役割や物流の仕組みをわかりやすく説明する「出
前講座」も実施しています。

港の魅力や重要性を知る絶好のチャンス！
ぜひ、この機会に参加してみませんか？

お問い合わせ・申し込みは三河港湾事務所
TEL：0532-32-3251
担当：鈴木、六ツ名（企画調整課）
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中部地方整備局

衣浦港事務所
〒475-0831 愛知県半田市11号地2番地
 TEL   0569-21-2311

三河港湾事務所
〒441-8075 愛知県豊橋市神野ふ頭町1番地1

TEL 0532-32-3251

http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp/

海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに  よくなれ   みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

④衣浦港予防保全事業
（岸壁（水深12ｍ）（改良））

６号岸壁は、木材チップなどを多く扱う岸壁です。完成から
約40年が経過し損傷が著しいため、②三河港予防保全事業
と同様に老朽化対策を実施しています。

取扱貨物量の増加に対応するため事業を実施しています。
現在は、衣浦港に入港する船舶の大型化に対応するため、
航路（水深12ｍ）の拡幅を行っています。

③衣浦港武豊北ふ頭地区国際物流ターミナル整備事業

⑤中山水道航路保全事業

大型船舶が安全に航行できるように、航路部分を掘り下げる
整備が行われました。
現在は保全標識の保守・点検、航路の埋没の事前把握などの
管理業務や、違反行為の未然防止といった保全業務を行って
います。
また、保全標識の設置から約15年が経過し、劣化がみられる
ことから計画的な更新を進めています。

②三河港予防保全事業
（岸壁（水深10m）（改良）、岸壁（水深10m）（改良）②）

コンテナ貨物の将来的な需要増加に対応するため事業を実施
しています。
現在は、船舶への波の影響を小さくして、円滑かつ安全な
荷役を可能とするため、防波堤（北） の整備を行って
います。

①三河港神野地区国際物流ターミナル整備事業

４号岸壁は、鉄鋼、セメント、完成自動車などの多くの貨物
を扱う岸壁です。完成から約50年が経過し老朽化に伴う損
傷が著しく、施設の性能低下への対応や延命化、ライフサイ
クルコストの縮減を図るため、対策を実施しています。
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